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蓑に見る如く各金属とも骨に多く含有されているが，カドミウムは内臓にも多い、地域別に見る

と坂戸と騎西（対照区）とではほとんど差異がなく、本庄地区が3金属とも最高値を示していた。

（5）下水道終末処理場における流入。放流水の重金属調査

1．県内の7市、大宮、所沢、秩父、行田、川口、川越、飯能には、終末処理場を有する下水道が

敷設され、一部の工場、事業所等の廃水はこれに排出されている。これらの処理場の流入水及び処

理水の軍金属拶の含量については、当所としては調査を行ったことがなく、どのような数値を示す

ものか、また重金属類も除去されるものか不明であった。そこで昭和47年1月から3月にかけて、

水質調査を行った。調査項目はクロム、カドミウム、鉛、水銀である。

2．分析方法

クロム：－JIS KOlO2

ジフェニルカルバヂド法

力ドミウム：一原子吸光法

鉛：一原子吸光法

水銀：－還元気化法

3，詭査転果　　単位呼／且

採取 月 日
至 場 所 H

全 ク ロム カ ド ミウム 鉛 水　 銀　 ≡

1．　 2　2 大　 宮 処理 前 0 ．0 2 不 坂 出 0＿0　5 至 堅 出

〝 ／′
T 遍 議

不 検 出 ／′
墓　 0 ．0 1

〝

2 ・ L 」 所　 沢 処理 前 0 ．0　2 〝 不 検 出

〝 〝 処理 後 不検 出 〝 〝

2．　 2　2 秩　 父 処理 前
／／ 〝 〝 不 検 出

〝 〝
！処 理後

／′ 〝 〝 〝

3．　　 3 行　 田 処理 前 〝 〝 〝 〝

／／ 〝
処理後

／′ 〝 〝 〝

3．　　 7 川　 口 処 理 前 0 ．3　6 0 ．0 0 1 0 ，0　4

〝 〝 処 理後 0，0　4 不 検 出 不 検 出

3 ．　 2 1 川　 越 処 理 前 0 ．2　3 0 ．0　0　2 0 ，0　2

〝 〝 処 理 後 不検 出 不検 出 0 ．0 1

3．　 2 1 飯　 能 処 理 前 〝 〝 0 ．0　7

〝 〝 処理 後 〝 〝 不 検 出
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4．結　論

各処理場の、それぞれの金旗について、処理水の数値は著しく低く、クロムについてのみ、特定の

処理場の流入水について高値を見出している。これは耕するに恐らくメッキ工釦脚配よるも

のと思われる0

（6）中川の汚濁負荷量調査

Ⅰ観　安

中川は埼玉県北部の用水を主な水温として庄内剖iし大海古利馴、元荒川の三川を合流して東

京鮎内に流下している0この様濫中川鋼玉県と東京都の南行政区駄わたって流れている‾0この

為に南都県が共同し、同一那に調査を行い河川の実態を捕食尉こわたってとらえようという目

的で調査を行ったo

n　調査方法

中川は水源を県北部の農業用水等に銅る性質上かんがい乳非かんがい掛こ於て流量が著しく

異っている○そのためにそれそれの時期を代表する毎に2回調査を行なった。

第一回昭和46年7月27日～28日　か′しがい群

舞二回昭和46年10月26日～27日　非かんがい期

一地点につき2醐ごとに24時間、計13臥右岸、流心左岸の3ケ所から採水しそれぞれ

を同量ずつ離して紳とした0ただし新方川については川幅が狭いため右鼠左岸の2ケ所より

採水し同様に処理した0
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